
１１

No.702

1975年（昭和50年）4.1創刊

2019年（令和元年）

10．１

※関連ページは 2・3・20ページ
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第32回 えちごせきかわ大したもん蛇まつり第32回 えちごせきかわ大したもん蛇まつり

令
和
元
年

大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り

令
和
元
年

大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り

　
今
年
32
回
目
を
迎
え
た
﹁
え
ち
ご
せ
き
か
わ
大
し
た
も

ん
蛇
ま
つ
り
﹂
が
、
８
月
23
日
か
ら
25
日
ま
で
の
３
日
間

行
わ
れ
、
約
１
万
３
千
人
の
観
衆
に
感
動
と
興
奮
を
与
え

ま
し
た
。

　
小
さ
な
村
で
も
、
村
民
み
ん
な
が
団
結
し
、
こ
れ
だ
け

の
ま
つ
り
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
示
す
こ
と
が

で
き
た
３
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

※

写
真
協
力
‥
廣
瀬
佳
明
さ
ん（
高
瀬
）
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第32回 えちごせきかわ大したもん蛇まつり第32回 えちごせきかわ大したもん蛇まつり

大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り
・
御
礼

大
会
会
長

関
川
村
長
　

加

藤

　

弘

　
第
32
回
の
大
し
た
も
ん
蛇
ま

つ
り
は
、
好
天
に
恵
ま
れ
盛
大

に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
ま
つ
り
は
、
老
若
男

女
み
ん
な
が
一
堂
に
会
す
る
融

和
の
ま
つ
り
で
あ
り
、
村
外
か

ら
の
観
光
客
の
皆
さ
ん
に
も
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
村
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
大
蛇
パ
レ
ー
ド
の

終
点
を
道
の
駅
に
移
し
、
今
年

は
出
店
の
位
置
を
変
更
す
る
な

ど
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
る
た

め
、
工
夫
を
重
ね
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
主
役
の
大
蛇
パ
レ
ー
ド
は
、

多
く
の
村
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、

関
川
中
学
校
や
各
種
団
体
の
皆

さ
ん
、
村
内
外
の
多
く
の
方
か

ら
大
蛇
を
担
ぎ
上
げ
て
い
た
だ

き
、
勇
壮
な
パ
レ
ー
ド
と
な
り

ま
し
た
。

　
花
火
へ
の
寄
付
を
は
じ
め
協

賛
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
ま
つ

り
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た

全
て
の
皆
さ
ん
に
、
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
お
礼
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大蛇パレード浄財

127, 496円

今年もたくさんの　　　
　　ご寄付をいただきました
ありがとうございました

　

今
年
、
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
協
会
I
V
U
S
A
が
大
し
た

も
ん
蛇
ま
つ
り
に
参
加
し
、
16
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
回
は
約

1
7
0
人
の
学
生
が
帰
村
。
O
B
・
O
G
も
大
勢
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

村
に
は
４
日
間
滞
在
し
、
大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り
の
ほ
か
に
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
展
開
。
解
散
セ
レ
モ
ニ
ー
後

の
涙
に
は
、
学
生
た
ち
の
充
実
感
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
I
V
U
S
A
の
リ
ー
ダ
ー

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り
を
関
川
村

の
﹁
村
民
の
村
民
に
よ
る
村
民
の

た
め
の
ま
つ
り
﹂
に
し
た
い
と
い

う
思
い
で
リ
ー
ダ
ー
を
し
ま
し
た
。

大
蛇
を
初
め
て
担
が
せ
て
い
た
だ

き
、
村
民
の
皆
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま

な
思
い
や
、
こ
れ
ま
で
関
係
を
築

い
て
き
た
先
輩
方
の
思
い
が
込
め

ら
れ
た
大
蛇
は
、
想
像
を
は
る
か

に
超
え
る
重
さ
で
改
め
て
祭
り
の

偉
大
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
ん
な

大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り
を
村
の
方

と
一
緒
に
な
っ
て
盛
り
上
げ
ら
れ

た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
未
熟
な
部
分
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
僕
た
ち

学
生
を
温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
っ

た
村
民
の
皆
さ
ん
に
本
当
に
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ

の
こ
と
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

日
本
大
学
４
年

林

　

幹

太
さ
ん

村を活性化させるアイデアをプレゼン
「関川未来サミット」

村を活性化させるアイデアをプレゼン
「関川未来サミット」



4広報せきかわ　2019・10月号

「国民文化祭」「全国障害者芸術・文化祭」とは…
　９月15日(日)から11月30日(土)の77日間、「第34回国民文化祭・にいがた2019、第19回全国障害者芸術・文化祭
にいがた大会」が県内で開催されています。会期中は、県内の７つのエリアやそれぞれの地域の特色を活かしたイベント、
全国規模の文化団体の公演・発表会などさまざまな文化に触れる事業を各地で行っています。また、「国民文化祭」と
「全国障害者芸術・文化祭」の一体開催によって、障がいのある人もない人もともに楽しみ、感動を分かち合い、交流の
輪を広げていきます。ぜひご参加ください。

新潟県初開催！

第３４回 国民文化祭・にいがた２０１９
第１９回 全国障害者芸術・文化祭にいがた大会

文化祭開催に当たり、村内保育園・関川小学校・関川中学校で「オール関川・和食給食」を実施します！
この文化祭の開催に当たり、給食週間に合わせて新潟県の地場農産物を活用した和食中心の給食を実施します。
実施日：給食週間（１１月１１日（月）～１５日（金））の間の１日
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月光・篠笛・踊り・竹灯籠
　　　そして幽玄へ　　　　せきかわ竹灯籠と月明かりコンサート

10/５(土)　18:00～20:00　渡邉邸　3,000円（要予約）　問 関川村観光協会　☎ 0254-64-1478
　国指定の重要文化財を夜間、特別に公開し、幻想的な竹灯籠と月明かりのもとで、関川村在住の篠笛奏者田村優子さんの調べを堪
能します。

芸史に金字塔を立てた
　　名工、桂と山本一門　「関川ゆかりの名工　～桂と山本一門～」

10/12(土)～11/10(日)　9:00～16:30　せきかわ歴史とみちの館　企画展示室
入館料：大人300円、小・中・高校生150円　　問 せきかわ歴史とみちの館　☎ 0254-64-1288

　関川村の桂集落出身の桂家、山本集落出身の山本家はこの村で培った工芸技術を礎として村上市に移った後、全国屈指の金工家と
して発展しました。本展では村内、村上市に残る作品を展示して、その足跡を顕彰します。

村内在住の３名がそれぞれの
楽器と声で観客を魅了！　 　せきかわ観光情報センターリニューアル記念「ミニコンサート」

10/13(日)　10:00～12:00　せきかわ観光情報センター（道の駅せきかわ内）
無料　　問（公財）関川村自然環境管理公社　☎ 0254-64-0252

　篠笛奏者の田村優子さん、シンガーソングライターの小澤いずみさん、ギターインスト＆弾き語りの渡辺大輔さんがリニューアル
したせきかわ観光情報センターでミニコンサートを行います。

新潟県出身・在住の演奏家による
お話付きの楽しいコンサート！　　マイタウン・コンサート2019 in 関川

10/18(金)　14:00～15:30（開場13:30）　関川村村民会館　アリーナ
無料　　問 役場 教育課生涯学習班　☎ 0254-64-1491

　新潟県を中心に演奏活動を行うプロの音楽家集団、アンサンブルオビリー。ヴァイオリン、ヴィオラ、チェロ、コントラバスによ
る弦楽五重奏で楽しく、わかりやすく、大人から子どもまで楽しめるコンサートです。

森に生かされ、育てられた　
　　記憶の先の未来に　　せきかわ森の文化祭「森の恵み、木の恵みとその文化」

10/26(土)・27(日)　10:00～15:00　せきかわ歴史とみちの館　庭園
勾玉作りのみ300円　　問 せきかわ歴史とみちの館　☎ 0254-64-1288

　山に囲まれた関川村は、森と木々から計り知れない恩恵を受けてきており、そこで育まれた文化を再検証することで、これからの
関わりを考える契機とします。

みんなでつなげよう福祉の輪　せきかわ福祉文化祭「こころのつどい」
11/10(日)　9:30～13:30　関川村村民会館　アリーナ　無料　問 役場 健康福祉課福祉保険班　☎ 0254-64-1472　
【福祉ふれあい広場】作品展示、製作品・物産販売、音声訳体験、手話体験、各団体コーナー(活動状況紹介等)　ほか
【チャレンジ広場】１ 障害者スポーツ体験コーナー「車イスバスケットボール・ボッチャ」　２ 脳年齢チェック　３ 体脂肪測定　ほか

関川村縁のソプラノ歌手　河内紀恵さんも出演！　せきかわ歌と踊りの祭典
11/17(日)　10:30～15:00　関川村村民会館　アリーナ　無料　問 役場 教育課生涯学習班　☎ 0254-64-1491
　関川村に縁のあるソプラノ歌手の河内紀恵さんによるミニリサイタルのほか、小中学生を含む村内の文化活動や芸能活動の発表の
場として、また、地域に受け継がれてきた民俗芸能を広く発信し、後継者育成を図ります。

関川村のお屋敷と庭園めぐりツアー
11/23(土・祝)　①9:00～12:00　②10:00～13:00　③11:00～14:00（3コース）
3,000円（要予約）　　問 第34回国民文化祭・にいがた2019、第19回全国障害者芸術・文化祭　にいがた大会トラベルセンター　近畿日本ツーリスト関東新潟支店 　☎ 025-241-6161

　関川村・米沢街道沿いに立地する、国指定重要文化財・渡邉邸と、通常は公開していない隣接する津野邸、佐藤邸を合わせて拝見
できるツアーです。
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ただし、すべての費用が無償となるわけではありません！
ここで、何が変わるのか内容を紹介します
ただし、すべての費用が無償となるわけではありません！
ここで、何が変わるのか内容を紹介します

保育料
　3歳から5歳までのすべての子ども、0歳から2歳までの住民税非課税世帯の子どもの保育料
が無料になります。また、１世帯から2人以上入園している場合は軽減措置があります。
通園費、行事費などは無償化の対象ではありませんのでご注意ください。

副食費（おかず・おやつ代）
　今まで保育料に含んで負担していただいていた副食費は、無償化の対象にはならないため、
保護者負担となります。
　対象者は3歳～5歳の子どもです。ただし、年収360万円未満相当世帯と第3子以降の子ど
もについては無料となります。
　0歳～2歳の子どもの副食費は引き続き保育料に含んで負担していただきます。

その他の無償化
　3歳から5歳までのすべての子ども、0歳から2歳までの住民税非課税世帯の子どもが一時保
育、病児保育センター、ファミリー・サポート・センター事業などを利用した場合の利用料
も一定の金額まで無料になります。事前に「保育の必要性の認定」を受ける必要があります。

詳しくは 役場 健康福祉課福祉保険班　☎64－1472までお問い合わせください。

今月から

保育料無償化
　はじまります！
保育料無償化
　はじまります！
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保育料

～これまで～ ～無償化後（2019年10月以降）～

副食費
保護者
負担※給食

主食費 ※給食
または現物持参

副食費 ※給食

主食費 ※給食
または現物持参

無償化無償化

保育料（副食費を除く）
が無償化されます。
保育料（副食費を除く）
が無償化されます。

給食費は、引き
続き保護者の皆
様のご負担とな
ります。

給食費は、引き
続き保護者の皆
様のご負担とな
ります。

3歳以上の子どもの保育料・主食費・副食費イメージ図

無償化Q＆A
Q　年度途中で３歳になった場合の保育料は無償になりますか。
 A　無償化の対象になるのは、満３歳を迎えてから最初の４月１日以降になりますので、３歳児

クラスになってから無償化の対象となります。

Q　現在の保育料の多子減免は今後も続きますか。
 A　今回の無償化に伴い、多子減免制度を国の基準に合わせて改正しました。ただし、改正後の

保育料が改正前よりも負担増とならないよう、今年度は経過措置を設けています。

Q　今まで保育料の軽減措置等を受けていた場合も副食費4,500円の負担となりますか。
 A　今まで保育料が4,500円よりも安い金額だった方については負担増とならないよう、今年度

は経過措置を設けます。

保育を必要とする世帯※

認可外保育施設等
( 一時預かり、病児保育、
ファミサポなど )　 　

障害児通園施設

保 育 園

0～2歳児
（住民税非税世帯のみ）

無　　償

無　　償

3～5歳児

無　　償
（月42,000円まで）

無　　償

無　　償

無　　償
（月37,000円まで）

※「保育を必要とする世帯」とは
　就労や家族の介護等で家庭での保育
が困難で、保育園での保育が必要であ
る世帯。無償化の対象となるためには
この認定を受けている必要があります。
この認定を受けている場合は、保育園
入園時に「教育・保育給付支給認定証」
を送付しています。

保育料
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︽
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
︾

—
 

功
績
章 —


橋
　
治
彦
︵
金
　
俣
︶

—
 

精
績
章 —

加
藤
　
耕
栄
︵
鮖
　
谷
︶

︽
県
知
事
表
彰
︾

—
 

功
績
章 —

渡
邉
　
賢
一
︵
下
　
関
︶

佐
藤
　
雅
史
︵
松
ヶ
丘
︶

︽
県
知
事

　
　
・
県
消
防
協
会
長
表
彰
︾

｜
精
勤
章
︵
30
年
以
上
勤
続
︶
｜

佐
藤
　
義
明
︵
蔵
田
島
︶
　

｜
精
勤
章
︵
20
年
以
上
勤
続
︶
｜

渡
邉
　
賢
一
︵
下
　
関
︶

新
野
　
　
健
︵
南
赤
谷
︶

渡
邉
　
雅
紀
︵
　
沢
　
︶

菅
原
　
　
健
︵
片
　
貝
︶

前
田
　
智
博
︵
鮖
　
谷
︶

須
貝
　
　
崇
︵
上
　
関
︶
　

須
貝
　
直
明
︵
中
　
束
︶

︽
県
消
防
協
会
長
表
彰
︾

｜
精
勤
章
︵
10
年
以
上
勤
続
︶
｜

渡
辺
　
鉄
平
︵
下
　
関
︶

新
野
　
桂
太
︵
南
赤
谷
︶

佐
藤
　
聖
史
︵
大
　
島
︶

小
嶋
　
裕
也
︵
上
土
沢
︶

平
田
　
友
一
︵
上
土
沢
︶

須
貝
　
裕
二
︵
高
　
田
︶

石
山
　
洋
介
︵
下
　
関
︶

中
束
　
和
央
︵
中
　
束
︶

︽
県
消
防
協
会

　
　
岩
船
地
区
支
会
長
表
彰
︾

—
 

功
績
章 —

佐
藤
　
　
薫
︵
下
　
関
︶

平
田
　
武
史
︵
下
　
関
︶

伝
　
　
浩
二
︵
大
　
島
︶


橋
　
宏
則
︵
上
土
沢
︶

河
内
　
孝
文
︵
　
沢
　
︶

新
野
　
康
弘
︵
金
　
丸
︶

須
貝
　
祐
介
︵
荒
川
台
︶

石
山
　
裕
二
︵
松
　
平
︶

内
山
　
　
巧
︵
南
　
中
︶

　９月１日、ふれあいど〜むを会場に秋季消防演習・定例表彰式が行われました。

　表彰式では、優良消防団員や退職者などに表彰状や感謝状が贈られました。表彰された皆さん、おめでと

うございます。

　その後行われた演習では、住宅密集地での火災を想定した消火活動訓練が東桂苑脇で行われ、村上市消防

署関川分署の消防車をはじめ、消防団の積載車２２台が出動し、現場到着した消防団員が迅速な動きで放水

作業を行っていました。

　消防団の皆さん、今後も私たち村民の生命・身体・財産を守るため、消防活動を頑張ってください。

令和元年度 秋季消防演習・定例表彰式
※

敬
称
略

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん

︽
村
長
表
彰
︾

—
 

平
成
30
年
度
退
職
者

　
　
　
︵
10
年
以
上
勤
続
︶
｜

加
藤
　
耕
栄
︵
鮖
　
谷
︶

本
間
　
政
佳
︵
下
　
関
︶

小
島
　
正
巳
︵
下
　
関
︶

齋
藤
　
好
雄
︵
南
赤
谷
︶

渡
邉
　
辰
也
︵
上
　
関
︶

渡
邉
　
信
彦
︵
上
　
関
︶

池
田
　
　
進
︵
下
川
口
︶

本
間
　
隆
幸
︵
安
　
角
︶

須
貝
　
　
出
︵
高
　
田
︶

須
貝
　
隆
平
︵
下
　
関
︶

平
田
　
澄
人
︵
滝
　
原
︶

｜
功
労
章
︵
30
年
以
上
勤
続
︶
｜

佐
藤
　
義
明
︵
蔵
田
島
︶

｜
勤
続
章
︵
25
年
以
上
勤
続
︶
｜

板
越
　
隆
志
︵
幾
　
地
︶

渡
邉
　
晃
夫
︵
　
沢
　
︶

本
間
　
雅
彦
︵
安
　
角
︶

︽
村
消
防
団
長
表
彰
︾

—
 

勤
労
章 —


橋
　
広
太
︵
上
土
沢
︶

佐
藤
　
聖
史
︵
大
　
島
︶

近
　
　
敬
志
︵
上
　
関
︶

河
内
　
孝
文
︵
　
沢
　
︶

照
井
　
崇
史
︵
深
　
沢
︶

｜
勤
続
章
︵
15
年
以
上
勤
続
︶
｜

伊
藤
　
俊
勝
︵
下
　
関
︶

清
水
　

磨
︵
下
　
関
︶

阿
部
　
幸
一
︵
大
　
島
︶

渡
邉
　
浩
之
︵
上
　
関
︶

河
内
　
孝
文
︵
　
沢
　
︶


橋
　
　
俊
︵
高
　
瀬
︶

須
貝
　
秀
仁
︵
湯
　
沢
︶

須
貝
　
祐
介
︵
荒
川
台
︶


橋
　
兵
栄
︵
下
川
口
︶


橋
　
正
弘
︵
大
　
石
︶


橋
　
健
夫
︵
金
　
俣
︶

鈴
木
　
　
潤
︵
蛇
　
喰
︶

須
貝
　
敬
介
︵
中
　
束
︶
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︽
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
︾

—
 

功
績
章 —


橋
　
治
彦
︵
金
　
俣
︶

—
 

精
績
章 —

加
藤
　
耕
栄
︵
鮖
　
谷
︶

︽
県
知
事
表
彰
︾

—
 

功
績
章 —

渡
邉
　
賢
一
︵
下
　
関
︶

佐
藤
　
雅
史
︵
松
ヶ
丘
︶

︽
県
知
事

　
　
・
県
消
防
協
会
長
表
彰
︾

｜
精
勤
章
︵
30
年
以
上
勤
続
︶
｜

佐
藤
　
義
明
︵
蔵
田
島
︶
　

｜
精
勤
章
︵
20
年
以
上
勤
続
︶
｜

渡
邉
　
賢
一
︵
下
　
関
︶

新
野
　
　
健
︵
南
赤
谷
︶

渡
邉
　
雅
紀
︵
　
沢
　
︶

菅
原
　
　
健
︵
片
　
貝
︶

前
田
　
智
博
︵
鮖
　
谷
︶

須
貝
　
　
崇
︵
上
　
関
︶
　

須
貝
　
直
明
︵
中
　
束
︶

︽
県
消
防
協
会
長
表
彰
︾

｜
精
勤
章
︵
10
年
以
上
勤
続
︶
｜

渡
辺
　
鉄
平
︵
下
　
関
︶

新
野
　
桂
太
︵
南
赤
谷
︶

佐
藤
　
聖
史
︵
大
　
島
︶

小
嶋
　
裕
也
︵
上
土
沢
︶

平
田
　
友
一
︵
上
土
沢
︶

須
貝
　
裕
二
︵
高
　
田
︶

石
山
　
洋
介
︵
下
　
関
︶

中
束
　
和
央
︵
中
　
束
︶

︽
県
消
防
協
会

　
　
岩
船
地
区
支
会
長
表
彰
︾

—
 

功
績
章 —

佐
藤
　
　
薫
︵
下
　
関
︶

平
田
　
武
史
︵
下
　
関
︶

伝
　
　
浩
二
︵
大
　
島
︶


橋
　
宏
則
︵
上
土
沢
︶

河
内
　
孝
文
︵
　
沢
　
︶

新
野
　
康
弘
︵
金
　
丸
︶

須
貝
　
祐
介
︵
荒
川
台
︶

石
山
　
裕
二
︵
松
　
平
︶

内
山
　
　
巧
︵
南
　
中
︶

５年生の自然教室を行いました

森林とわたしたちのくらし(４年生)

学校 お知らせからのからの

今月は関川小学校からの紹介

　９月17〜18日、胎内市の新潟県少年自然の家で

自然教室を行いました。全面改修して新しくなっ

た施設で、充実した２日間を過ごすことができま

した。野外炊飯、フォトオリエンテーリング、キ

ャンプファイア、カヌーを行いました。これらの

体験をとおして、友と協力すること、勇気を出し

て一歩踏み出すこと、お互いに信頼し合うこと、

最後まで努力することの大切さについて学びまし

た。この学びを今後の学校生活に生かしていける

よう支援していきます。

　９月20日に、４年生を対象にした森林教室が行

われました。岩船村上緑化推進連絡会議の方から、

岩船村上地域の森林の特徴や働きについて話を聞

きました。その後、森の土には、どのくらい保水

力があるのかを調べる実験をしました。森の土と

グラウンドの土を入れたろ過器に水を注ぎ、落ち

てくる水を比べました。子どもたちは、「グラウン

ドの土の方はザーっと落ちるけど、森の土の方は

ゆっくり落ちる」「森の土の方が透明」「森の土の

水は自然のにおいがする」などに気付きました。

今、総合学習で調べている川の学習に関連付けて

考えを深めることができました。

︽
村
長
表
彰
︾

—
 

平
成
30
年
度
退
職
者

　
　
　
︵
10
年
以
上
勤
続
︶
｜

加
藤
　
耕
栄
︵
鮖
　
谷
︶

本
間
　
政
佳
︵
下
　
関
︶

小
島
　
正
巳
︵
下
　
関
︶

齋
藤
　
好
雄
︵
南
赤
谷
︶

渡
邉
　
辰
也
︵
上
　
関
︶

渡
邉
　
信
彦
︵
上
　
関
︶

池
田
　
　
進
︵
下
川
口
︶

本
間
　
隆
幸
︵
安
　
角
︶

須
貝
　
　
出
︵
高
　
田
︶

須
貝
　
隆
平
︵
下
　
関
︶

平
田
　
澄
人
︵
滝
　
原
︶

｜
功
労
章
︵
30
年
以
上
勤
続
︶
｜

佐
藤
　
義
明
︵
蔵
田
島
︶

｜
勤
続
章
︵
25
年
以
上
勤
続
︶
｜

板
越
　
隆
志
︵
幾
　
地
︶

渡
邉
　
晃
夫
︵
　
沢
　
︶

本
間
　
雅
彦
︵
安
　
角
︶

︽
村
消
防
団
長
表
彰
︾

—
 

勤
労
章 —


橋
　
広
太
︵
上
土
沢
︶

佐
藤
　
聖
史
︵
大
　
島
︶

近
　
　
敬
志
︵
上
　
関
︶

河
内
　
孝
文
︵
　
沢
　
︶

照
井
　
崇
史
︵
深
　
沢
︶

｜
勤
続
章
︵
15
年
以
上
勤
続
︶
｜

伊
藤
　
俊
勝
︵
下
　
関
︶

清
水
　

磨
︵
下
　
関
︶

阿
部
　
幸
一
︵
大
　
島
︶

渡
邉
　
浩
之
︵
上
　
関
︶

河
内
　
孝
文
︵
　
沢
　
︶


橋
　
　
俊
︵
高
　
瀬
︶

須
貝
　
秀
仁
︵
湯
　
沢
︶

須
貝
　
祐
介
︵
荒
川
台
︶


橋
　
兵
栄
︵
下
川
口
︶


橋
　
正
弘
︵
大
　
石
︶


橋
　
健
夫
︵
金
　
俣
︶

鈴
木
　
　
潤
︵
蛇
　
喰
︶

須
貝
　
敬
介
︵
中
　
束
︶
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ラ
ン
　

と
も

Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴
新
潟
２
０
１
９
県
北
エ
リ
ア
IN
関
川

み
ん
な
で
走
っ
た
！　

み
ん
な
で
つ
な
い
だ
！

　
９
月
８
日
、
村
内
２
回
目
と
な

る
﹁
R
U
N
伴
﹂
が
開
催
さ
れ
、

村
内
介
護
施
設
の
職
員
な
ど
約
50

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
R
U
N
伴
と
は
、
認
知
症
の
人

と
一
緒
に
た
す
き
を
つ
な
ぐ
体
験

を
通
じ
て
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す

い
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
全
国

で
行
わ
れ
る
活
動
で
す
。

　
午
前
10
時
に
関
川
愛
広
苑
を
出

発
し
、
ハ
ー
テ
ィ
プ
ラ
ザ
関
川
ま

で
、
認
知
症
啓
発
カ
ラ
ー
で
あ
る

オ
レ
ン
ジ
色
の
T
シ
ャ
ツ
を
着
て
、

チ
ー
ム
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
区
間
、

た
す
き
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
﹁
暑
か
っ
た
け

ど
沿
道
か
ら
の
応
援
も
あ
り
、
無

事
に
タ
ス
キ
を
つ
な
げ
ら
れ
て
よ

か
っ
た
。
こ
れ
を
機
会
に
認
知
症

の
方
に
や
さ
し
い
社
会
づ
く
り
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
﹂
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴
を
き
っ
か
け
に
、
認

知
症
の
人
が
地
域
の
人
に
出
会
う

一
歩
に
な
り
、
そ
の
出
会
い
か
ら

顔
見
知
り
の
関
係
が
で
き
、
安
心

し
て
外
出
で
き
る
よ
う
な
地
域
に

な
る
と
い
い
で
す
ね
。

　９月17日、「敬老の日」に伴い、加藤弘村長

と宮島克己副村長が今年米寿を迎えられた皆さ

んを訪問し、祝状と名前入りの絵皿を贈呈しま

した。

　この日お祝いを受けた須貝正之さん、昭子さ

ん夫婦（高田）は「妻の昭子は、施設に入って

いて、先週一時帰宅しました。私は、毎朝４時

過ぎには起きて畑仕事するのが日課です。健康

の秘訣はとにかく動く。じっとしていることが

嫌いで、時間があれば外に出て家の仕事をして

います。今日は村長さんにわざわざ家に来て、

直接お祝いをもらい大変ありがたい。これから

も体に気を付け、長生きできるよう過ごしてい

きたい」と感謝の言葉を述べていました。

　今年の米寿該当者は、昭和６年４月１日から

昭和７年３月31日生まれの62人です。

　おめでとうございます。

米寿のお祝い
〜村から記念品を贈呈〜

　９月２日、村民会館大ホールで村主催の介護

予防講演会が、約60人の参加のもと開催され

ました。

　講演では、講師の理学療法士である山崎直美

さん（関川愛広苑）が「健康寿命の延伸を目指

すためには、フレイル（虚弱）状態にならない、

またはなっても早期に気づくことが重要です。

そのような自分の身体状況を正しく理解するこ

とで不安を解消し、生活習慣の改善を目指しま

しょう」と日常生活の中でできる運動について、

実際に身体を動かしながら説明していました。

　参加者からは「無理をしないで、とにかくで

きることから始めてみようと思う。この気持ち

を大切にしたい」という声がありました。

　今年度も介護予防教室「健脚健脳うんどう

日」を実施します。ぜひご参加ください。

役場健康福祉課介護・高齢福祉班　☎64-1473

〜介護予防講演会〜

日常生活の中でできる工夫とは？
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９
月
10
日
、
鮖
谷
集
落
セ
ン
タ

ー
を
会
場
に
、
１
か
月
間
鮖
谷
集

落
で
過
ご
し
た
大
学
生
３
人
が
イ

ン
タ
ー
ン
事
業
の
成
果
報
告
会
を

行
い
ま
し
た
。

　
３
人
は
、
大
貫
史
織
さ
ん
︵
茨

城
大
３
年
︶
、
太
田
典
歩
さ
ん
︵
帝

京
大
２
年
︶
、
加
藤
七
海
さ
ん
︵
新

潟
大
２
年
︶
で
、
農
村
地
域
な
ど

へ
の
留
学
を
支
援
す
る
﹁
に
い
が

た
イ
ナ
カ
レ
ッ
ジ
﹂
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
参
加
。

８
月
か
ら
の
１
か
月
間
、
旧
安
角

小
学
校
校
舎
で
寝
泊
ま
り
し
、
村

民
と
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　
報
告
会
の
会
場
に
は
、
住
民
な

ど
約
30
人
が
参
加
。
３
人
が
過
ご

し
て
き
た
１
か
月
間
を
１
冊
の

﹁
な
つ
か
じ
か
﹂
に
ま
と
め
、
豊

か
な
自
然
、
お
い
し
い
料
理
、
温

か
い
人
々
な
ど
た
く
さ
ん
の
魅
力

が
詰
ま
っ
た
﹁
鮖
谷
﹂
を
そ
れ
ぞ

れ
の
言
葉
で
綴
っ
て
い
ま
し
た
。

　
３
人
は
﹁
毎
日
初
め
て
の
こ
と

ば
か
り
で
最
初
は
不
安
の
方
が
大

き
か
っ
た
。
で
も
優
し
い
人
た
ち

の
お
か
げ
で
今
日
ま
で
過
ご
す
こ

と
が
で
き
た
。
本
当
に
濃
い
１
か

月
間
だ
っ
た
。
第
二
の
ふ
る
さ
と

が
で
き
た
の
で
ま
た
遊
び
に
来
た

い
﹂
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

大
学
生
３
人
娘

　
鮖
谷
で
過
ご
し
た
１
か
月
間

暑さに負けず熱気に沸いた下関大祭

　9月14、15日の２日間、勇壮な大輪やお神輿、

華やかな山車がまち中を練り歩く伝統の下関大祭

が行われ、下関集落が熱気に包まれました。

　この日まで実行委員会を中心に青年団や消防団、

子どもたちが早くから準備をしてきました。

　15日の本祭では太陽

がジリジリと暑さ厳しい

中でしたが、色鮮やかな

オレンジの法被を着た青

年団が見守る中、小学生

が山車を引き、はやし手

や太鼓たたき、踊り子が

可憐な舞を見せると沿道

に集まった人たちから大

きな拍手が送られていま

した。

　このたび、垂水昭さんから村に60万円の寄付があ

りました。垂水さんは、中世、関川村湯沢にあった

垂水城の城主、垂水源二郎の子孫で、現在は大阪府

に住んでいます。

　垂水源二郎は戦国時代に湯沢を治めた武将で、上

杉謙信と武田信玄が戦った川中島の合戦に上杉側の

武将として参戦しています。その子孫の垂水氏のご

自宅に家宝として受け継がれてきた感状（戦場で与

えられる武勲を称える感謝状）が、歴史上もっとも

有名な第四次の川中島の合戦で上杉謙信が部下に与

えた七通の内の一通だと分かり注目されました。講

談などでは謙信が単独一騎、本陣を襲い信玄に切り

かかったことになっていますが、史料では荒川伊豆

守として書かれています。垂水氏は鎌倉時代、現在

の神奈川県から桂に派遣された川村氏の子孫で、出

身地の伊豆守を名乗ったこともあるので、単独一騎

切りこんだのは垂水源二郎だと推測されています。

垂水さんはこのような先祖の功績を顕彰してほしい

ということで寄付されました。なお、垂水源二郎の

感状の複製がせき

かわ歴史とみちの

館に展示してあり

ますので、ぜひご

覧ください。

　垂水さん、あり

がとうございまし

た。

垂水昭さん　村に60万円寄付垂水 昭さん　村に60万円寄付
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空き地バンク制度を始めました

■空き家・空き地バンク制度とは？

　空き家・空き地の売却を希望する所有者等から申込みを受けた情報を村の空き家・
空き地バンクに登録し、購入を希望する方へ提供する仕組みを言います

■登録できる「空き地」とは？

　住宅や店舗等の建築に適当な面積を有する良好な管理状態にあるさら地です。

■登録するには？

　村へ登録申込書の提出が必要です。その後、村担当者が現地を確認し、適当である
と認められた場合に空き地バンクへ登録され、村ホームページに掲載されます。

　村では、空き家・空き地の有効活用を通して、移住定住などの促進を図るため、これまでの
空き家バンク制度に加え、新たに空き地バンク制度を始めました。
　村内にある空き地を売却したいと考えている方はぜひ空き地バンク制度をご活用ください。

空き家・空き地バンク制度に関するお問い合わせは

　　　役場 総務政策課　観光・地域政策室まで　☎ 6 4− 1 4 7 8

　
８
月
23
日
か
ら
、
あ
い
さ
い
市

の
閉
店
後
﹁
ゆ
〜
む
﹂
に
野
菜
を

置
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
陳
列
棚
は
高
瀬
の
佐
藤
建
築
さ

ん
に
作
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に

な
り
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
棚
が

で
き
て
嬉
し
い
で
す
。

　
ゆ
〜
む
に
足
を
運
ん
だ
際
は
、

ぜ
ひ
棚
に
も
注
目
し
て
見
て
い
た

だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
大
石
ダ
ム
小
動
物
園
の

動
物
た
ち
に
大
島
の
農
家
さ
ん
の

野
菜
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と
。

命
を
つ
な
げ
る
こ
と
だ
と
私
は
思

っ
て
い
ま
す
。

　
命
の
源
で
あ
る
食
事
に
彩
り
を

添
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
嬉
し
い

で
す
。

　
そ
し
て
、
そ
の
裏
に
多
く
の
人

の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
知
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で

す
。

活動通信
地域おこし協力隊

№23
前 田 里 枝
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今
月
の
話
題
は
保
育
園
や
小
中
学
校

の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
し
た
英
会
話

教
室
の
開
催
に
つ
い
て
で
す
。

　
私
は
昭
和
の
終
わ
り
か
ら
平
成
に
か

け
て
、
東
京
で
勤
務
し
て
お
り
ま
し

た
。
そ
の
と
き
の
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
思

い
出
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
地
下
鉄

に
乗
っ
て
い
た
と
き
の
出
来
事
で
す
。

　
私
の
そ
ば
に
い
た
中
学
生
二
人
が
会

話
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
興
味
深
い

こ
と
に
、
日
本
語
で
話
し
て
い
る
途
中

か
ら
、
突
然
英
語
で
の
会
話
に
変
わ
り
、

ま
た
日
本
語
で
、
と
目
ま
ぐ
る
し
く
変

わ
り
ま
す
。
し
か
も
そ
の
日
本
語
も
英

語
も
と
て
も
き
れ
い
な
発
音
で
し
た
。

目
を
開
け
て
み
る
と
、
ど
う
も
一
方
の

生
徒
は
外
国
か
ら
来
た
生
徒
の
よ
う
で

し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
流
れ
の
中
で
、

そ
れ
に
対
応
で
き
る
東
京
の
環
境
を
う

ら
や
ま
し
く
思
っ
た
も
の
で
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
村
で
も
外
国

人
観
光
客
も
増
え
、
海
外
で
活
躍
す
る

関
川
っ
子
が
増
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
２
０
２
０
年
度
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で

小
学
校
５
・
６
年
生
で
行
わ
れ
て
い
る

外
国
語
︵
英
語
︶
活
動
が
小
学
３
年
生

か
ら
と
な
り
、
小
学
校
５
年
生
か
ら
は

教
科
と
し
て
の
英
語
が
ス
タ
ー
ト
。
中

学
の
英
語
授
業
は
、
基
本
的
に
英
語
で

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
先

生
方
も
含
め
大
変
な
時
代
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
逆
に
言
え
ば
、
そ
れ
だ
け
外

国
語
の
習
得
が
必
要
な
時
代
に
な
っ
た

と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
の
よ
う
な
時
代
の
流
れ
の
中
で
、

関
川
村
に
お
い
て
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
と
し
て
の
英
会
話
力
を
高

め
、
異
文
化
へ
の
関
心
を
持
つ
子
ど
も

た
ち
を
育
て
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
保
育
園
児
の
こ
ろ

か
ら
外
国
人
に
親
し
み
、
英
語
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
こ
と

が
大
事
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
残
念

な
が
ら
、
村
内
に
は
そ
う
し
た
環
境
が

十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　
村
の
子
ど
も
た
ち
が
近
隣
市
の
英
会

話
ス
ク
ー
ル
な
ど
に
通
わ
な
く
て
も
済

む
よ
う
に
、
村
内
で
気
軽
に
外
国
人
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
、

異
文
化
に
も
関
心
を
持
て
る
子
ど
も
を

育
て
ら
れ
る
よ
う
、
保
育
園
児
、
小
学

生
、
中
学
生
の
英
会
話
教
室
が
低
料
金

で
で
き
な
い
か
民
間
の
英
会
話
教
室
と

協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
英
語
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ

ル
と
し
て
楽
し
く
身
に
つ
け
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
世
界
が
広
が
る
と
思
い
ま

す
。
開
催
時
期
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
ま

た
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

村
長
室
か
ら

◆
関
川
村
大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り

活
性
化
活
動
２
０
１
９

　

８
月
23
日
か
ら
８
月
26
日
、
今

年
も
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
学
生
が
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

お
祭
り
当
日
に
は
、
今
年
も
大

蛇
の
担
ぎ
手
の
ほ
か
、
交
通
整
理

や
給
水
所
の
お
手
伝
い
も
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
学
生
が
村
民
の

方
へ
、
お
祭
り
を
さ
ら
に
盛
り
上

げ
る
方
法
を
提
案
す
る
﹁
未
来
サ

ミ
ッ
ト
﹂
を
初
め
て
実
施
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

◎
初
め
て
関
川
村
の
活
動
に
参
加

し
た
﹁
初
関
﹂
の
学
生
に
感
想
を

聞
い
て
み
ま
し
た
！

☆
私
が
今
回
一
番
印
象
に
残
っ
て

い
る
の
は
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
と
関
川
村

の
親
交
の
深
さ
で
す
。
村
民
の
方

に
よ
く
し
て
い
た
だ
い
て
嬉
し
か

っ
た
で
す
。
本
当
に
楽
し
い
活
動

で
し
た
！

︵
立
命
館
大
学
１
年　

平
井
悠
空
︶

☆
自
分
の
故
郷
以
外
に
帰
り
た
い

場
所
が
あ
り
、
会
い
た
い
人
が
い

る
と
い
う
温
か
い
気
持
ち
に
関
川

村
は
引
き
合
わ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

感
謝
を
伝
え
る
た
め
に
、
ま
た
関

川
村
に
帰
り
ま
す
！

︵
立
命
館
大
学
２
年　

坂
井
綾
︶

◎
さ
ら
に
今
回
の
活
動
の
サ
ブ
リ

ー
ダ
ー
を
務
め
た
３
人
か
ら
ご
あ

い
さ
つ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
！

☆
僕
自
身
６
回
目
の
関
川
村
で
の

活
動
で
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
と
い
う
役

職
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
関
川
村
に
帰
る
際
に
は
い
い

子
に
な
っ
て
戻
っ
て
き
ま
す
！
た

国際ボランティア学生協会

IVUSA 通信

い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

︵
龍
谷
大
学
３
年　

一
ノ
宮
旺
純
︶

☆
今
回
は
未
来
サ
ミ
ッ
ト
と
い
う

初
の
企
画
を
開
催
し
ま
し
た
。
村

民
の
皆
さ
ん
の
視
点
で
の
ご
意
見

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
と
て

も
有
意
義
な
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。︵

龍
谷
大
学
４
年　

森
田
梨
那
︶

☆
関
川
村
と
の
関
係
は
16
年
に
な

り
ま
す
が
、
変
わ
ら
ず
僕
た
ち
を

温
か
く
受
け
入
れ
、
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
無
事

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来

年
度
以
降
の
活
動
も
ぜ
ひ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

︵
立
命
館
大
学
４
年　

有
岡
健
治
︶

ゆ
う

く

お
う
じ
ゅ
ん
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村内の
運動教室のご案内
村内の
運動教室のご案内

毎週火曜日
【昼の部】
９：３０～１０：２０

【夜の部】
１９：３０～２０：３０
村民会館　大ホール

健康教室
「ズンバゴールド」

月1,500円
（1回払いの場合500円）

毎週火曜日
１０：３０～１１：３０
村民会館　大ホール

健康教室
「骨盤体操」

月1,500円
（1回払いの場合500円）

毎週金曜日
１０：００～１１：００
村民会館　大ホール

健康体操
ときめきクラブ

月2,500円
年会費3,000円

年会費1,000円
スポーツ保険料
1,800円

太極拳教室

１回 500円

毎週水曜日
１９：３０～２２：００
村民会館　大ホール

よさこい

無 料

毎週水曜日
１９：００～２1：3０
村民会館　アリーナ

卓球サークル

年会費1,000円

毎週火曜日
１９：００～
村民会館　アリーナ

年会費1,000円

年会費2,000円

毎月第３木曜日
１９：００～２０：００
村民会館　休養室

バドミントン
サークル

笑いヨガ
サークル

クライミング
クラブ

毎週月曜日 ※第１月曜休み
１０：００～１１：３０
村民会館　大ホール

毎週火曜日 １９：３０～２１：００
毎週木曜日 １９：００～２０：００
ふれあいど～む内
　　　　クライミングコーナー

ラテンのリズムに合わせて
踊るのは、非日常的でとて
も楽しいです♪

転ばぬ先のストレッチ！
腰痛、ひざ痛、肩こり姿勢
改善を目指します！

ゆったりとした動きなので、
運動が苦手な方にもオスス
メです！

みんなで楽しく踊っておし
ゃべりできるステキな場所
です！

楽しく活動しています♪
初心者も大歓迎です！

初心者から経験者まで、
楽しく活動しています！
お気軽にどうぞ♪

最初は怖いかもしれません
が、登り切った達成感は、
たまりません！

血圧や気持ちが安定したり、
快眠、便秘予防などにも
効果があります！

足腰も丈夫になるし、
楽しく脳トレもできます♪

★問い合わせ・申込み先
　　役場教育課生涯学習班　☎６４－１４９１
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●仕様

①トヨタ・クラウン　５人乗り　４ＷＤ　ＡＴ

平成14年式　排気量 2.49Ｌ　ガソリン

型式　TA-JZS173

車台番号　JZS173-0011485

走行距離　189,741 km（R元.9.12現在）

車検期限　令和元年11月19日

庁用車を払い下げします（２台）

②トヨタ・プリウス　５人乗り　２ＷＤ　ＡＴ

平成22年式　排気量 1.79Ｌ　ガソリン

（ハイブリット）　型式　DAA-ZVW30

車台番号　ZVW30-5139900

走行距離　272,960 km（R元.9.12現在）

車検期限　令和３年３月22日

●申込条件

・個人の場合：村内に住所を有すること。

・法人の場合：村内に事業所を有すること。

・契約締結日以後、指定する期日まで（10日間）に代金を納付すること。

・譲渡物品の引渡を受けたら、14日以内に登録抹消手続きを完了すること。

・売買契約、引渡、手続及びその費用は、全て買主の負担となります。

●申込方法

申込用紙に住所、氏名（または法人名と代表者名）、金額等を記入し、封筒に入れて提出してください。

●申込期間

　令和元年10月１日（火）～令和元年10月15日（火）午後５時

●その他

・予定価格を設定しますので、その額に満たない場合は落札となりませんのでご了承ください。

・車両の状態をご確認のうえお申し込みください。役場庁舎脇の駐車場（関川村大字下関912番地）で確

認できます。

・最高価格提示者に払下げします。結果は、手続きが完了次第、連絡します。

・譲渡物品の引渡は、代金の納付確認後となります。

●問い合わせ・申し込み　　役場総務政策課総務班（電話 64−1476）

①トヨタ・クラウン ②トヨタ・プリウス
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相談支援ファイル「ぱすのーと」を活用しましょう！
～ 相談支援ファイル「ぱすのーと」のご紹介 ～

　お子さんの成長や経過を記録するためのファイル「ぱすのーと」の配付を今月から開始

します。

　お子さんの成長に合わせ、関連する機関とのスムーズな情報の引継ぎ・共有が図られる

ことで、一貫したより良いサポートが受けやすくなることを目的としています。

●村のホームページからも様式をダウンロードできます。

●問い合わせ　 役場健康福祉課福祉保険班　ＴＥＬ64−1472

ぱすのーと　育ちノート（赤ぱす）

　母子手帳と一緒に活用し、お子さんの健康状態や

成長、生活の様子、通院した履歴などを保護者など

が記録します。

　医療・福祉・教育などの場面で情報を共有し、総

合的に成長（発育・発達）をとらえ、子どもの育ち

を応援するためのものです。

　生後２か月を迎える頃に保健師が訪問し、保護者

にお渡しします。

　また、希望者にも配付していますので保健師にご

相談ください。

赤色の表紙です

ぱすのーと　支援ノート（青ぱす）

　アレルギーやてんかん、発達障がい、その他の疾

患など、支援を必要とするお子さんの保護者で希望

する方に役場健康福祉課や相談支援事業所、病院で

配布します。

　活用することで医療・福祉・教育などの場面で

「配慮してほしいこと、気を付けなくてはいけない

こと」などを毎回説明することなく、正確な情報を

示すことができます。それによって、お子さんの安

心と安全をサポートします。

青色の表紙です
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俳

　

句

秋
祭
り
新
米
供
え
祝
い
す
る

ひ
ん
や
り
と
秋
の
お
と
ず
れ
朝
露
に

ね
こ
鮫
の
不
思
議
な
卵
ら
せ
ん
形

見
つ
け
出
せ
生
命
の
ル
ー
ツ
は
や
ぶ
さ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
ン
ネ
ー
ム
　
月
︵
ウ
ォ
ル
︶

日
に
通
い
静
と
か
た
り
て
垂
れ
穂
と
な
り
ぬ

緩
り
と
待
つ
か
な
お
辞
儀
の
様
子
は

須
貝
　
二
美
︵
高
田
︶

友
逝
く
や
独
り
の
酒
の
夜
の
長
き

彼
の
店
で
待
つ
ま
た
の
日
あ
れ
よ

鳥
屋
　
白
雲
︵
宮
前
︶

短

　

歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
な

ざ
め

い
の
ち

せ
い

ゆ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
　

ま

　
関
川
村
の
皆
さ
ん
、
毎
日
健
や

か
に
た
の
し
く
お
過
ご
し
で
す

か
？

　
坂
町
病
院
の
リ
ハ
ビ
リ
室
は
、

大
き
い
日
め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
を

貼
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ

し
て
、
体
を
動
か
す
リ
ハ
ビ
リ
と

と
も
に
、
演
歌
や
童
謡
を
歌
っ
た

り
︵
一
緒
に
聴
い
た
り
︶、
絵
を
描

い
た
り
習
字
を
し
た
り
、
編
み
物

や
針
仕
事
を
し
た
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
し
な
が
ら
リ
ハ
ビ
リ
を

し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
突
然
で
す
が
、﹃
皆
さ
ん
、

今
一
番
た
の
し
い
こ
と
、
や
っ
て

み
た
い
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
で
す

か
？
﹄﹁
お
い
し
い
お
茶
を
の
む
こ

と
﹂
今
の
私
の
答
え
は
こ
ん
な
些

細
な
こ
と
で
す
。
ど
こ
の
お
茶
が

お
い
し
い
の
か
、
お
湯
は
ど
れ
く

ら
い
冷
ま
せ
ば
い
い
の
か
、
こ
の

前
よ
り
お
い
し
い
な
と
か
、
色
々

考
え
て
お
茶
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
回
の
﹁
フ
レ
イ
ル
﹂
は

あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
言
葉
で
す

が
、﹁
加
齢
と
と
も
に
心
身
の
活
力

が
低
下
し
た
状
態
。
そ
し
て
適
切

に
対
処
す
れ
ば
予
防
・
改
善
で
き

る
状
態
﹂
の
こ
と
で
す
。﹁
フ
レ
イ

ル
﹂
に
な
る
と
生
活
の
質
が
低
下

し
た
り
、
病
気
に
か
か
り
や
す
く

な
っ
た
り
し
ま
す
。
基
準
は
①
体

重
が
減
る
、
②
疲
れ
や
す
い
、
③

歩
く
ス
ピ
ー
ド
が
遅
く
な
る
、
④

握
力
が
弱
く
な
る
、
⑤
あ
ま
り
動

か
な
く
な
る
、
こ
の
5
項
目
の
う

ち
3
項
目
が
あ
て
は
ま
れ
ば
﹁
フ

レ
イ
ル
﹂
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
い
か
が
で
す
か
？

　
で
も
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。
3

項
目
あ
て
は
ま
っ
て
い
て
も
大
丈

夫
で
す
。
適
切
に
対
処
す
れ
ば
予

防
で
き
る
の
が
﹁
フ
レ
イ
ル
﹂
で

す
。

　
予
防
方
法
の
一
番
は
、
①
持
病

の
治
療
、
②
運
動
と
栄
養
、
③
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染
症
予

防
で
す
。
次
に
生
活
習
慣
で
気
を

つ
け
る
対
処
方
法
は
、
①
一
人
で

食
事
を
す
る
よ
り
家
族
や
友
人
と

一
緒
に
食
事
を
す
る
こ
と
、
②
口

の
中
を
き
れ
い
に
保
つ
こ
と
、
③

今
よ
り
10
分
間
多
く
体
を
動
か
す

こ
と
、
④
社
会
参
加
を
続
け
る
こ

と
で
す
。
社
会
参
加
と
い
う
と
難

し
い
こ
と
の
よ
う
で
す
が
、
家
族

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
町

内
や
地
域
の
行
事
、
趣
味
や
自
分

の
好
き
な
こ
と
を
す
る
こ
と
も
社

会
参
加
の
ひ
と
つ
で
、
大
切
な
対

処
方
法
で
す
。
は
じ
め
に
皆
さ
ん

に
伺
っ
た
﹁
た
の
し
い
こ
と
﹂

﹁
や
り
た
い
こ
と
﹂
を
続
け
る
こ

と
が
、
体
や
気
持
ち
の
元
気
に
つ

な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。﹁
友
達
と

お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
﹂﹁
友
達
の
う

ち
へ
遊
び
に
行
く
﹂﹁
新
聞
を
毎
日

読
む
﹂﹁
散
歩
す
る
﹂﹁
時
代
劇
を
観

る
﹂
ど
ん
な
こ
と
で
も
O
K
で
す
。

　
関
川
村
に
は
温
泉
が
た
く
さ
ん

あ
っ
て
、
秋
に
は
新
米
、
山
菜
と

お
い
し
い
食
材
が
豊
富
で
す
。
そ

し
て
雪
が
降
る
と
外
出
や
運
動
の

機
会
が
限
ら
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
こ

の
い
い
季
節
に
、
た
の
し
い
こ
と

を
一
つ
見
つ
け
て
﹁
フ
レ
イ
ル
﹂

予
防
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合

　
わ
せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。

　
　
　
☎
６
２—

３
１
１
１

健

康

講

座

健

康

講

座

健

康

講

座
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フ
レ
イ
ル
に
ご
用
心
！

坂
町
病
院
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
　
水

越

真
優
美

電源立地地域対策交付金を活用
村道の補修工事を行いました
電源立地地域対策交付金を活用
村道の補修工事を行いました

　電源立地地域対策交付金は、発電用施設の設置

や運転の円滑化を図るため、発電用施設が立地す

る市町村に交付されるものです。当村は鷹ノ巣発

電所が対象施設になっています。

　この交付金を活用し、今年度は傷みが激しかっ

た村道橋場下関線の補修工事を行いました。

工事後の村道橋場下関線
（下関郵便局付近）

工事後の村道橋場下関線
（下関郵便局付近）
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■
期
日
　
９
月
13
〜
16
日

■
会
場
　
正
田
醤
油
ス
タ
ジ
ア
ム
群
馬

■
成
績

—

80
歳
以
上
８
０
０
ｍ—

▽
第
４
位
　
船
山
勝
雄
︵
勝
蔵
︶

　
記
録
　
３
分
23
秒
01

—

75
歳
以
上
４×

１
０
０
ｍ—

▽
第
２
位
　
新
潟

︵
船
山
勝
雄
︵
勝
蔵
︶︶

　
記
録
　
１
分
06
秒
51

■
期
日
　
９
月
14
日

■
会
場
　
長
岡
市
希
望
ヶ
丘
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
成
績

—

６
年
生
女
子
の
部—

▽
ベ
ス
ト
８

　
　
佐
藤
優
衣
︵
朴
坂
︶

　
近
　
愛
理
︵
上
関
︶
組

—

５
年
生
女
子
の
部—

▽
第
３
位　

松
田
紗
和
︵
辰
田
新
︶

　
佐
藤
花
穂
︵
松
平
︶
組

※

６
年
生
ベ
ス
ト
８
以
上
、
５
年

生
以
下
ベ
ス
ト
４
以
上
が
北
信
越

イ
ン
ド
ア
大
会
に
出
場

■
期
日
　
８
月
31
日

■
会
場
　
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
荒
川
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
成
績

—

団
体
戦—

女
子
Ｕ−

14
　
２
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

▽
優
　
勝
　
関
川
ス
ポ
少

　
　
　
佐
藤
優
衣
︵
朴
坂
︶

　
　
　
近
　
愛
理
︵
上
関
︶

　
　
　
須
貝

亜
︵
高
田
︶

　
　
　
和
田
沙
樹
︵
勝
蔵
︶

　
　
　
大
塚
莉
々
︵
下
関
︶

　
　
　
船
山
優
心
︵
勝
蔵
︶

■
期
日
　
８
月
25
日

■
会
場
　
柏
崎
市
陸
上
競
技
場

■
成
績

—

男
子
Ｃ
ク
ラ
ス
１
０
０
ｍ—

▽
第
２
位
　
渡
邉
椿
樹
︵
下
関
︶

　
記
録
　
11
秒
77

■
期
日
　
９
月
１
日

■
会
場
　
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン

■
成
績

—

小
学
５
年
女
子
８
０
０
ｍ—

▽
第
４
位
　
岡
田
玲
那
︵
下
関
︶

　
記
録
　
２
分
37
秒
75

—

小
学
４
年
男
子
１
０
０
ｍ—

▽
第
６
位
　
山
本
哩
玖
斗
︵
下
関
︶

　
記
録
　
15
秒
60

■
期
日
　
９
月
８
日

■
会
場
　
パ
ル
パ
ー
ク
神
林

■
成
績

—

小
学
生
１
〜
３
年
男
子
２
㎞—

▽
第
４
位
　
渡
部
容
平
︵
下
関
︶

　
記
録
　
８
分
57
秒

▽
第
６
位
　
須
貝
悠
比
︵
桂
︶

　
記
録
　
９
分
18
秒

—

小
学
生
１
〜
３
年
女
子
２
㎞—

▽
第
５
位
　
池
田
乃
愛
︵
下
関
︶

　
記
録
　
10
分
06
秒

—

小
学
生
４
〜
６
年
女
子
２
㎞—

▽
優
　
勝
　
岡
田
玲
那
︵
下
関
︶

　
記
録
　
７
分
45
秒

—

中
学
男
子
３
㎞—

▽
第
２
位
　
岡
田
慧
斗
︵
下
関
︶

　
記
録
　
11
分
01
秒

▽
第
４
位
　
渡
部
寛
太
︵
下
関
︶

　
記
録
　
14
分
36
秒
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　スマートフォンの無料アプリ「マチイロ」
で広報紙「広報せきかわ」が閲覧できます
（通信費は利用者負担となります）。

第
３
回
ル
ー
セ
ン
ト
カ
ッ
プ
村
上

オ
ー
プ
ン
Jr.
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

県
中
学
校
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
参
加
標
準
記
録
突
破
会

県
小
学
生
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

●８月16日〜９月16日までの届出●

ごめい福をお祈りいたします
傳　　富美　さん　　94歳　　大　石

新野キヨ子　さん　　96歳　　片　貝

松田　ヒデ　さん　　89歳　　山　本

小池マサ子　さん　　94歳　　下　関

稲家　ムツ　さん　　96歳　　　桂

お誕生おめでとうございます

悠　李ちゃん（男）　深　沢

　　　　　　余語　優輝・三岬さん

　旭　ちゃん（男）　久　保

　　　　　　伊藤　　晃・千秋さん

広報に載せてほしくない方は届出の際、窓口に
お申し出ください。

今月は大したもん蛇まつりの様子を裏表紙も

使って紹介しました。今年のまつりは天候にも

恵まれましたね。担ぎ手の皆さん大変おつかれ

さまでした。

朝晩はめっきり寒くなりました。村内もいた

るところで稲刈りが始まり、夜は、駅伝の練習

をしているところもあるようです。いよいよ秋

本番。食欲の秋、スポーツの秋、読書の秋、み

なさんは何をして過ごしますか？私は、やっぱ

り外で過ごすのが一番気持ちいいなぁ。（友）

編集室から

ゆう　　 り

あさひ

（　　　　　　　　）

令和元年８月末現在　（　）は前月対比

世 帯 数　　1,904世帯（ー１）
総 人 口　　5,508 人（ー８）
　 男 　　　2,657 人（＋１）
　 女 　　　2,851 人（ー９）

転入　５人　　転出　６人

出生　２人　　死亡　９人

人 の 動 き

第
40
回 
国
際
・
全
日
本

マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技

　
　
　
　
選
手
権
大
会

第
21
回
県
小
学
生

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
学
年
別
大
会

第
21
回
か
み
は
や
し

　
　
穀
菜
マ
ラ
ソ
ン
大
会

お
わ
び
と
訂
正

　
先
月
号
の
19
ペ
ー
ジ
﹁
大
会

結
果
﹂
﹁
第
30
回
全
日
本
女
子

軟
式
野
球
選
手
権
大
会
﹂
で
掲

載
し
た
チ
ー
ム
名
が
誤
っ
て
い

ま
し
た
。
正
し
く
は
左
の
と
お

り
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し

ま
す
。

　<

正>

　
　
　
Ｎ
Ｌ
ラ
イ
ズ

　<

誤>

　
　
　
ト
キ
ガ
ー
ル
ズ

は
る
　
ひ
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報
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発
行
／
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／
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